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東南アジアフォーラム開催

京
都
大
学
と
科
学
院
が
協
力

テ
レ
ビ
会
議
で
大
い
に
討
論

京
都
大
学
と
同
大
元
留
学
生
の
同
窓
会

「ハ
ク
」、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
科
学
院

（Ｌ
Ｉ
Ｐ
Ｉ
）

は
二
十
六
、
二
十
七
の
両
日
、
中
央
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
Ｌ
Ｉ
Ｐ
Ｉ
で

「第

一
回
京
都
大
東
南
ア

ジ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
い
た
。
伺
大
は
今
年
か
ら
温
暖
化
ヽ
達
法
伐
採
な
ど
，
人
々
の
生

活
に
影
響
を
及
ぼ
す
問
題
に
地
球
規
模
で
取
り
組
む
こ
と
を
目
指
し
、
文
部
科
学
省
の
研
究

テ
ー
マ

『グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ

，
グ
ラ
ム
」
の
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト

「持
続
的
生
存
圏
構
築
を

愧
判
耀
鰈
秒

鈴

珈

ク
ト
だ
。
京
大
自
慢
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト

・
テ
レ
ビ
会
議
を
応
用
し
た
初
め
て
の
国
際
セ
ミ

ナ
ー
と
な
っ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（脅
層
公

〓
軍
じ

寺続的生存圏の構築目指し

パネル・ディスカッションを行う日本、インドネシア|

セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
京
都
大
か

ら
木
谷
雅
人
理
事

（副
学
長
）、

同
大
東
南
ア
ジ
ア
研
究
所
の
水

野
広
祐
所
長
、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

・
リ
ー
ダ
ー

の
杉
原
‐薫

教

授
ヽ
同
大
生
存
圏
研
究
所
の
川

井
秀

一
所
長
ら
、

イ
ン
ド
ネ
シ

ア
側
か
ら

「ハ
ク
」

の
ス
ピ
ア

ン
デ
イ

・
サ
ビ
ハ
ム
会
長

粂
↑

ゴ

ー

ル
農

科
大

）
、

バ

ン
バ

ン

・
ス
ビ
ア
ン
ト
副
会
長

（Ｌ

Ｉ
Ｐ
Ｉ
）
、
Ｌ
Ｉ
Ｐ
Ｉ
の
研
究

煮

暮
Ｔ
の
蒸
菫
不
葛
約

百
四
十
人
が
参
加
し
た
「

参
加
著
ほ

一整
舎
ず
」経
済
の

共
存
に
向
け
て

・寿
締
酪
生̈
存

圏
の
模
索
」
「
共
同
体
の
た
め

の
パ
ノ珠
■

ネ
ル
ギ
ー
」
な
ど

夢
酪
界
躁
ば

て
意
異
爺
Ｅ
為

杉
原
教
授
に
よ
る
と
、
同
大

の
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
は

続鎗
嘗

基
準
と
し
た
従
来
の
政
資

経

済
ヽ
社
会
な
ど
の
枠
組
み
で
は

対
応
し
き
れ
な
い
地
蒙
漁
藤
花
】

や
森
林
伐
採
な
ど
の
新
し
い
問

題
へ
の
対
応
が
日
明

地
球
全

体
を
視
野
に
入
４

ハ羅
町
の
仕

一７
難
ま
り
払
い

，
人
文
科
安

社
会
科
学
、
物
理
化
学
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
の
科
学
者
た
ち

が
取
り
組
む
こ
と
で
、
持
続
可

西
ジ
ャ
ワ
州
知
事
選

現
職
知
事
も
立
候
補

現
職
の
ダ
ニ
ー
・・
ス
テ
ィ
ア

ワ
ン
〔型
み
任
墾
早
に
伴
つ

西
ジ
ャ
ワ
州
術
彗
藻
一
Ｃ
傘
〓五

月
十
三
日
投
面
０
で
、
ダ
ニ
ー

型

群

酪

罰

ｏ

出
馬
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

同
知
事
選
に
は
す
で
に
ア
グ

勤
幹
熙
輔

を
表
明
し
て
い
る
。

ダ
ニ
ー
知
事
は
二
十
九
日

「ア
グ
ム
氏
を
含
め
、
全
て
の

Ｌ

鍵

ん

能
な
新
し
い
生
存
基
盤
の
構
築

を
目
垣
丁
」́い
・２

京
大
は
今
年
七
月
十
九
日

に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
拠
点
強

化
と
ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
目

的
に
、
京
大
で
学
ん
だ
後
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
各
地
で
活
躍
す
る

一匹
驚
学
生
の
〈〓
「ハ
ク
」
弟
基
岬

↓場

一平
六
日
に
は
、
第
一
回

総
会
が
開
か
れ
た
。
来
年
一
月

に
は
タ
イ
・バ
ン
コ
ク
で
同
窓

会
組
織
を
立
ち
上
げ
る
予
定

だ
水
野
氏
ば
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー

の
目
的
を
①
京
大
の
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
で
の
社
会
的
発
信
力
を
一局

め
、
公
論
形
成
に
参
加
②
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
イ
ン
ド
不

シ
ア
側
と
の
野
蔵
の
共
有
―
と

説
明
。
「イ
ン
ド
ネ
シ
ア
経
済

の
発
展
と
共
存
で
き
る
よ
う
な

生
存
権
の
構
築
」
を
目
指
し
た

鋳
囀

慾
孵
彎
端

護
就
計
′
は
繁
ジ
輝
輝

靡雛
鑽
蛛
鏡陶
鰤
鰹
鎌
輌
匙
渕

い
る
。　
　
　
　
　
・
　

　

　

を
担
当
す
る
東
南
ア
ジ
ア
研
究
一
　

ま
た
、
東
南
ア
ジ
ア
で
は
イ

水
野
所
長
が

理
瀑
欲
翠
基
低
層

哉
室
長
に
よ
る
●
ヽ

こ
う
し
た

万
全
の
状
態
に
し
て
お
く
こ
と

に
つ
い
て

一
時
間
講
義
し
た

」繕
奨
墓
甲

博
撃
（を
行
ユ
踪
に

が
蚕
リ
ス
た
。́

蹂
¨
三
十
分
の
質
疑
応
答
を
行

難
関
と
な
る
の
が
設
備
の
間
　
日
本
で
は
全
学
で
導
入
し
て

っ
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
問
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
る
慶
縣
入
な
ど
を
は
じ
ゆ

”
¨

鰺

一

一錮
華
一難眈
攀
⑮
聾
躍


